
            授 業 改 善 シ ー ト 〔 国 語 〕               校番（ ２３ ） 福山市立城西中学校 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

                                  

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【国語科】 

①自分の考えを発表したり、書いたりする際に、自分の考えを支える根拠となるキーワードや

段落や部分などを挙げさせ、それを中心に自分の考えをまとめる。授業の中で百字作文や二百

字作文など、書く作業を多く取り入れる。 

②文学作品の展開や内容は、場面や登場人物の設定と深い関わりがある。これらの要素を丁寧

にとらえさせる。登場人物の言動の意味なども考えさせ、吹き出しを用いたワークシートなど

を活用し、自分の言葉で表現する活動を多く取り入れる。 

【全校・他教科等】全教科の中で、理由を書かせる発問や自分の気持ちや考えを書く場面を多

く仕組み、自分が書いたものをクラスの中で表現する力をつける指導を繰り返していく。 

 

◎「書くこと」では、自分の考えを効果的に伝えるために、適

切な理由を明確にして書くことに課題がある。 

               （通過率 ４８．１％） 

 

◎「読むこと」では、文章の展開に即して登場人物の心情を的

確にとらえることに課題がある。 

（２つの設問に対し、通過率 ８０．５％ と ２６．０％） 

 

重点課題 ◎「基礎・基本」定着状況調査  

 

①「書くこと」では、文章の構成を考えて書く力や、意見の根拠となる 

理由を書く力に課題がある。 

②「読むこと」では、登場人物の心情を読み取る力に課題がある。 

③段落相互の関係理解や文章の全体的な構成の理解に課題がある。 

昨年度課題  
①根拠に基づいて意見を発表させた。文学的作品では、誰が・いつ・どうしたということを正確にとら
えさせ、あらすじをまとめさせる等、書いて全体の構成や展開の理解をさせる工夫をした。 

②人物の心情が情景や表情・動作などに現れていることを確認させたり、自分の言葉で表現させた。 

③説明文では、接続語の役割を確認しながら、段落相互の関係を考えさせ、構成図を書かせた。 

《本年度の目標値 文学作品の読みとりの無答率を５％未満にする。》 

昨年度課題を受けて取組んだ具体的事項 

重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業・家庭学習） 

 
 
○時期  ２月      ○目標値    通過率を５％向上 
○方法  福山市学力問題調査 

取組みの検証 
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○自分の考えを効果的に伝えるために、適切な理由を明確にして書く設問の通過率を５％向上させる。 
○記述の問題の無答率を５％未満にする。 

来年度の目標値 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率   
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(%) 設問ごとの平均通過率(国語)

 

 

0.0 

20.0 

40.0 

60.0 

80.0 

100.0 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

(%)

通過設問数

通過設問数ごとの生徒割合(国語)

 



            授 業 改 善 シ ー ト 〔 数 学 〕               校番（ ２３ ） 福山市立城西中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【数学科】 

①具体物や視覚で印象づける作業など数学的な活動を取り入れ，活用する。 

②朝ドリルや，授業の導入で１次式の計算問題など，繰り返し学習をする。 

 

 

【全校・他教科等】 

①ペア学習など生徒主体の学習を取り入れ、問題を読み取る力，考える力の向上をめざし，言

語活動の充実を図る。 

②教科の毎時間ごとの宿題の工夫や自主ノートの取組みを通して，家庭学習の定着を図る。 

 
 

◎図形の領域は全体的に通過率が低い。特に県平均に比べ垂直

な辺（通過率 77.9%），体積（49.4%），対称移動（80.5%）に

課題がある。 

 

◎数と式の領域は，県平均に比べ１次式の加法（75.3%），１次

方程式を解く（74.0%）に課題がある。 

 

 

重点課題 ◎「基礎・基本」定着状況調査  

 

①関係を文字式で書くことに課題がある。 

②相対度数の意味が不十分である。 

③比例の意味の理解が不十分である。 

昨年度課題  

①文字式の計算・表現・読式ができ，変数の意味の理解ができるように丁寧に指導していく。 

②資料を整理し，グラフや表に表す方法を理解させ，どれが見やすいものになるか考えさせていく。 

③比例・反比例の具体例を示し，自分でも見つけさせる。類似問題に繰り返し取組む。 

《本年度の目標値 活用の問題の無答率を５％未満にする。》 

昨年度課題を受けて取組んだ具体的事項 

重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業・家庭学習） 

 
 
○時期 ２月   ○目標値 通過率を５％向上 
○方法 福山市学力問題調査     

取組みの検証 
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○図形の領域の通過率を５％向上させる。 

来年度の目標値 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率   

0.0 

20.0 

40.0 

60.0 

80.0 

100.0 

数
学

1

数
学

2

数
学

3

数
学

4

数
学

5

数
学

6

数
学

7

数
学

8

数
学

9

数
学

1

0

数
学

1

1

数
学

1

2

数
学

2

6

数
学

2

7

数
学

1

3

数
学

1

4

数
学

1

5

数
学

1

6

数
学

1

7

数
学

1

8

数
学

1

9

数
学

2

0

数
学

2

1

数
学

2

2

数
学

2

3

数
学

2

4

数
学

2

5

(%) 設問ごとの平均通過率(数学)
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【英語科】 

①教科書本文のＣＤを使う時は、その文の要点や５Ｗ１Ｈが把握できるように仕組んでいく。

また、リスニング問題でも英文を繰り返し聞かせ、内容が理解できるようにさせる。 

②既習の単語、連語を使って英語の語順に気をつけた英作文指導を行う。また、自分でつくっ

た英文を発表したり、ペアワークをする場面をより多く仕組んでいく。 

【全校・他教科等】 

①ペア活動や発表の時，５Ｗ１Ｈが把握できるように仕組んでいく 

②授業の内容を反映した復習課題を毎時間準備し，自主ノートや家庭学習の定着を図る。 

 
 

◎「聞くこと」では概要や要点の把握を理解することに課題が    

ある。（英語７ ３７．７％ 英語８ ３６．４％） 

 

◎「書くこと」では自分の考えや気持ちが読み手に正しく伝わ

るように書くことに課題がある。（４２．９％） 

 

重点課題 ◎「基礎・基本」定着状況調査  

 

①「読むこと」では中心となる事柄の把握・会話の流れの理解に課題が

ある。 

②「書くこと」では会話の場面に応じて適切に英文を書くことに課題が

ある 

昨年度課題  

①教科書本文の音読を繰り返し行う。オーラルイントロダクションの際、絵などを使ってＱ＆Ａがすら

すらできるようにする。 

②英作文をさせるときは英語の語順・時制・主語の単数・複数に注目して作文させる。 

《本年度の目標値  記述問題の無答率を５％未満にする。》 

昨年度課題を受けて取組んだ具体的事項 

重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業・家庭学習） 

 
 
○時期 2月   ○目標値 通過率を5％アップさせる 
○方法  福山市学力問題調査    

取組みの検証  
 
○「書くこと」の全ての問題で無答率を一桁にする。 

来年度の目標値 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率   
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